
「母 」 を呼 ぶ 声

TheBellJarに お け る挫 折 と治 癒

田 中 紀 子

ACallfor"Mother":TheCollapseandHealing ,inTheBellJar

TANAKANoriko

は じめ に

り

SylviaPlath(1932-1963)に よる唯一 の長編小 説TheBellJar(1963)は 、主人公

EstherGreenwoodが19歳 か ら20歳 にか けて陥った精神的 な危機 と自殺未遂、そ してその

後の療養期 を回想する とい う形 に仕上がってい る。医師達による退院前の確認の面接 を受

けるために会議室 に入 って行 く場面 で、Estherの 回想 も小説 も終わる。希望 と自信 の中に

不安が入 り混 じってはいるが、彼 女を支 えて きた女性医師に付 き添 われて新 しい未来へ と

一歩を踏み出す とい う結末である。

ところで、ス トー リーを時系列 に並べ替 える と、作 品の初めの方に短 く挿入 されている

Estherの 現在の生活が最後 となる。馨状態の時にプレゼ ン トされた化粧 品のセ ッ トなどは、

以後ず っと隠 してあったのだが、 「再 び元気 になった時、取 り出 した」(3)と あ り、その

一部 を赤ん坊 に与えて遊ばせ さえ している。精神的 な安定 を取 り戻 したEstherは 、退院後

幸せ な暮 らしを築 き、苦悩 の時期 の遺物 を玩具 として見 なせ るようになった、 との解釈が

可能で あろう。

この両方のく終わ り〉において、〈母親〉 とい うものが大 きな位置 を占めているこ とが

わかる。片方にはEstherに とって母親的な女性医師、 もう一方には今や母親 となったEsther

自身が存在 しているか らである。作 品にはそれ以外 に も、Estherの 同世代 の女性達や実母、

上司、 恋人の母親、近所の主婦 なども母親の様々な面 を表す人物 として登場す る。 となる

と、TheBe!lJarの 世界 を強力 に支配 しているのはく母 親〉である とも言え よう。本稿 に

おいて は、Estherの 女性性お よび母性 をめ ぐる変化の過程 を、彼女 を取 り巻 く女性達 との
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関係や幾つかのイメジャリーを拾い上 げなが ら考察 してみたい。

1大 都会の不 自然 さ

東 部 名 門女 子 大 学 の 現役 の 学生 で あ る19歳 のEstherは 、女 性 向 きフ ァ ッシ ョ ン雑 誌 の

エ ッセ イ コ ンテ ス トに よ り、 ゲス ト編 集 者 の一 人 に選 ば れ、 夏季 のニ ュー ヨー クで の生活

と仕事 を手 に入 れ る。 彼 女が そ れ まで暮 らしたニ ュー ・イ ング ラ ン ド地 方 とは全 く異 な り、

ア メ リカー の都 会 での 華や か な毎 日は 「ア メ リカ中の多 数 の女 子大生 の 羨望 の的」(2)と

な るはず で あ っ た。 しか し、 この ニ ュ ー ヨー クで の滞在 が 、彼 女 の心 の支 柱 を瓦 解 させ る

契 機 とな る。

ニ ュー ヨー クの 夏 の不 快 さ は、作 品 の 冒頭 か ら読 者 に呈 示 され る。 「あ れ は 奇妙 な蒸 し

暑 い 夏 だ っ た 一ロー ゼ ンバ ー グ夫妻 が 電 気椅 子 で処 刑 され た夏 の こ とだ」(1)と い う文

章 は 、躍 動感 が溢 れ る未 来志 向 の大 都 市 の イ メー ジで は な い。不 快指 数 の 高 さに加 え、個

人の 生命 を奪 う国家 の残 虐 な行為 の ニ ュー ス、 そ して どの地 下鉄 の 出入 り口 か ら も漂 って

くる 「か び臭 い ピー ナ ッツの にお い」(1)は 、 あ たか も死 の 世界 の い ざ ない の ように、

ひた す ら主 人公 を無 気 力へ と引 き込 ん でゆ く。 そ して、 人 間 に癒 しを与 える 自然 が いか に

ニ ュー ヨー ク とは無 縁 で あ るか は、 次 の 文章 に特 に明 らか で あ る。

NewYorkwasbadenough.Bynineinthemorningthefakecountry-wetfreshness

thatsomehowseepedinovernightevaporatedlikethetailendofasweetdream.

Mirage-grayatthebottomoftheirgranitecanyons,thehotstreetswaveredinthe

sun,thecartopssizzledandglittered,andthedry,cinderydustblewintomyeyes

anddownmythroat.(1)

早 朝 わず か に感 じ られ る 「田舎 を思 わせ る水 気 を含 んだ新 鮮 さ」 は 「まが い もの」 で し

か な く、 そ れ も早 々 と消 えて しまい、 日中 の都 会 の比 喩 に用 い られて い る語 は 「蟹 気楼」、

「砂 塵」、 「峡 谷」 で あ り、 生命 の育 た ない 内 陸の灼 熱 の砂 漠 を彷 彿 と させ る。

こ の よ うなニ ュー ヨー ク にお いて は、 人 間 は多 く行 き交 う もの の、生 きた 動物 は登 場 し

な い。 中で も、Estherの 仲 間 の一 人Doreenが 親 密 な交 際 をす る ラ ジオ のDJの 家 の 描写 が

興 味深 い。 「牧 場小 屋 の 内部 そ っ くり」(14)の アパ ー トに は、 白熊 の毛 皮 が敷 かれ 、壁 に

は鹿 やバ ッフ ァロー の角、 剥製 の ウサ ギの頭 が飾 られて い る。 また、 「羊 飼 い」(Shepherd)

とい う苗 字 を持 つ この 男性 は、 「カ ンザ ス」 とい う地 名 が 入 った歌 の レ コー ドをか けた り、

「なぜ 、 なぜ 、俺 は ワ イ オ ミング を出 たん だ ろ う?」(16)とDJ調 で語 っ てみせ る な ど、

自然 との断 ち が たい 関係 を強調 してい て、 彼 が 自然 に恵 まれ た西 部か 中 西 部 の 出身者 で あ
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る とさ え考 え られ る。常 に カウ ボ ー イの い でた ちで 、西 部 を売 り物 に しなが ら都 会 で生 き

て ゆ くした たか さを備 えた彼 の ニ ュー ヨー クで の生 活 は ま さに 「まが い もの の 田舎 」 で あ

る。

ゲ ス ト編 集者 達 の た め に次 々 と企 画 され て い た こ との一 つ が 、 あ る 日の午 前 中の 毛 皮

シ ョーへ の 出席 だ っ たが 、Estherは これ をボ イ コ ッ トす る。 命 を失 っ た動物 の残 骸 を見 る

こ とを拒 否 したわ けで あ る。 ニ ュ ー ヨー クで の 自然 と言 えば、 通常 真 っ先 に思 い つ くの が

緑豊 か な広大 な敷 地 の セ ン トラル ・パ ー クで あ ろ う。 毛皮 シ ョー の替 わ りに彼 女 が望 んだ

こ とは、 「ア ヒル の池 のそ ばの、 木 が一 本 も無 い原 っ ぱの 、芝 生が 一 番 よ く茂 った所」(30)

に長時 間横 た わ る こ とで あ った 。 しか し、 ア ヒル や芝 生 な どの 自然 との接 触 へ の願 い は、

上 司か らの 呼 び 出 しに よ り断念 させ られ て しま う。

この 夕 方 の予 定 は、Estherが 「大 嫌 い な」(42)テ クニ カ ラーの 映画 で 、 「ど ぎつ い緑 色 」

("verygreen")の 木 、 「どぎつ い黄 色 」("veryyellow")の 麦 、 「ど ぎつ い青 色 」("very

blue")の 海 な ど、 け ば けば しい 着 色 が 施 され た 自然 が ス ク リー ンに映 し出 され る。 こ う

して視 覚 を毒 され る に と どま らず 、彼 女 達 は 食 中毒 に襲 われ て倒 れ る。Estherの 大 好物 の

一 つ で あ る アボ カ ドに詰 めた カニ が 原 因 だ った のだ が 、映 画 にせ よ、食 べ 物 にせ よ、都 会

でく 調理 〉され た 自然 は、毒 性 を新 た に帯 び て 人間 に仕 返 しす るか の よ うで あ る。

Estherを 「なぜ か腹 立 た しくて た ま らな く」(18)さ せ るホ テ ル の部 屋 の 窓 は、 一 部 し

か 開閉 で きない 。 窓 を全 開 して 身 を乗 り出 し、澄 んだ 空気 を十分 呼 吸 で きない不 自由 さが 、

彼女 の 怒 りの原 因 で あ る こ とは想 像 に難 くない 。 また 、 こ の17階 か ら見 え る夜 の都 会 は、

星 の よ うに瞬 きはす るが 「ポ ス ターの よ うに平坦 で、全 く存在 してい ない よ うだ」(19)と

感 じられ るの であ る。

実在 感が伝 わ って こない不毛 な都 会 とい う と、T.S.EliotのTheWasteLand(1922)に3

度 繰 り返 され る"UnrealCity"と い う語 が 思 い 浮か ぶ 。Eliotが 扱 っ た の は1920年 代 の ロ

ン ドン、Plathは1950年 代 の ニ ュー ヨー ク、 とい う違 い は あ るが 、都 市 の描 き方 に共 通 点

を見 出 す こ とが で きる。 ロ ン ドン橋 を渡 る人 々 につ い て 、Eliotは"lhadnotthought

deathhadundonesomany"(7)と 述 べ 、 勤 め人 達 は魂 を失 った生 きた 亡霊 とみ な され

て い る。 現代 都 市 に は死 の イ メー ジが と り懸 い て い る こ とは、 この行 を含 む第1部 の 題名

が"TheBurialoftheDead"と され て い る こ とに も示 され て い る。 一・方、TheBellJarに

おい てEstherが 滞在 最 後 の夜 に見 た ニュ ー ヨー クは、深 く眠 り込 んで い て 「葬 式 の ようだ」

(111)と 形 容 されて い て、Eliotに 通 じる都 市 に対 す る視 点 を我 々 は知 るの で あ る。

これ らのEstherを め ぐる状 況 にお い て は、 ニ ュー ヨー クの不 自然 さが 強調 され て い る こ

とは明 らか で、 田舎 の町 で健康 に暮 ら してい た彼 女 が、不 健 全 な大 都 会 の病 魔 に急速 に冒

された よ うに も思 え る。 しか し、 彼女 の く病 〉はニ ュー ヨー クへ 来 る前 か ら内面 に巣 食 っ

て いた の で あ り、 これが いか に都 会 にお いて発 露 した か を次 に見 て ゆ くこ と にす る。
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豆 分裂する自己

ニ ュー ・イングラン ドで19年 間過 ごしたEstherは 、すべての科 目でAを 修 め、大学の文

芸誌 の編集者 も務 め、東部屈指の大学 院への進学 と奨学金が約束 されていた。彼女 には

「誰 にも止め られないほど、狂 った ように勉強 し」(31)、 優等生の地位 を保持する という

生 き方 しか見えていなか ったのである。1960年 代以 降の女性解放運動に約10年 間活発 に関

わ り、指導者的立場 に もあったグロリア ・ス タイネムは、 これと似た危 うい精神状態を経

験 しているが、心の中の障壁 にぶつかった時のことを次の ようにふ り返ってい る。

私 は自分の 「声」 を失 っていた。 それはあたか も私が、現実 の世界の飢 えを覆ってい

る一・枚の板 ガラスの上 を歩いてい るような ものだった。(中 略)私 は、 一種 の熱狂 的

で生産的な一 とはい って もまるっ きり外側の一 道 を旅 して、自分の能力の限界に達 し

ていた。 そ してそれがなぜなのか、私にはわか らなかった。(12)

しか し、 自分 の中の二面性 に気づ き始 めていた とい うこ とは、彼 女が付 き合 うように

なった医学生BuddyWillardと の会話 に表れている。居住地の希望について二人が話をす

る時に、「田舎 と都会の両方に住みたい。… どちらかに住み着 くことは絶対にで きない」(94)

とEstherは 言 うのである。同時 に入手す るこ とは不可能であるに も関わ らず、両極端の も

の を欲 し妥協点 を見 出せないEstherの 危険性 は、「君 には本物の神経症患者 になる素質が

十分 ある」 というBuddyの コメ ン トにすでに示 されている。

ニュー ヨークにや って来たEstherは 、それまで自分 にあてがって きた尺度 とは全 く異な

る基準で社会が動 いてお り、同世代であって も違 った価値観 を持つ女性達が存在す ること

を目の当た りにす る。その中で も、特 に対照的な二人の女性 との出会いが、Estherを 根底

か ら揺 るがす ことになる。

BetsyとDoreenは 、Estherと 同様 にゲス ト編集者 であ り、原則的には行動 を共にするこ

とになってい る。ほぼ同 じ年齢 なのだが、彼女達は幾つかの点において大 きく異 なってい

る。 まず出身地であるが、Betsyは 農業州 カンザス出身であ り、Doreenは 南部の 「上流階

級 の子女のための大学」(4)に 通 っていて、ニュー ヨーク経験は これが初めてではない。
　ラ

DoreenはBetsyを 「田舎 娘 ポ リア ンナ 」("PollyannaCowgirl" ,6)と 見 下 して いて、彼 女

達 が二 人 き りで外 出す る こ とはな いが 、 どち らもEstherに は親 近感 を抱 い て い て、彼 女 を

誘 い 出 そ う とす る。

彼 女 達3人 の女性 性 はそ れ ぞ れの 外 見 に如 実 に現 れ て い る。Betsyは 、澄 ん だ空気 と明

るい太 陽 の も と、肥 沃 な土 か らす くす くと育 っ た植物 の イ メー ジで描 か れ てい る。 彼女 に

とっ ての 得意 の話 題 が カ ンザ ス名 産 の トウモ ロコ シで あ る こ とか ら、彼 女 が 「ポ ニ`.テ ー

ル の金 髪 を揺 ら してい る」(6)様 子 は、 垂 直 に立 ち実 りつつ あ る トウモ ロ コ シの姿 と結

びつ く。 彼女 が 天然繊 維 で作 られた寝 巻 き(「 糊 の きいた 木綿 のパ ジャマ とキ ル トの ガウ ン、
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またはパ イル地 のローブ」,5)を 着、 また トウモ ロコシの雄 と雌の区別 について熱 っぽ く

語 ることは、彼女の素朴で健全 なセ クシュア リティの表れだ と考 え られる。

一方、Doreenの 髪はBetsyの 金髪 とは異 なるプラチナブロ ン ドで、「顔の まわ りに綿菓

子の ようにフワフワと波打 って白 く輝 いている」(4)。 彼女が夜 に着用す るのは 「半分透

けて見 えるナイ ロンとレースの ネグリジェ、静電気で肌 に吸 いつ く肌色 のガ ウ ン」(5)

であ り、 人工 的な合成繊維 で織 られたセ クシー なナ イ トウェア となってい る。あ る夜の

Doreenの 外 出着は、 白い レースのス トラップ ドレスで、下 につ けた きつい コルセ ッ トのた

めに細い ウェス トと豊かな胸 と腰が極度に強調 されている。彼女のセ クシュアリテ ィは、

否が応で も視覚 を強 く刺激す るのだが、 さらに嗅覚の面 において も強烈な印象 を生み出 し

ている。Doreenの 体臭は、 「ホ タテ貝の形 をしたシダの葉 を指でつぶ した時に出る購香 に

よ く似た匂 い」(5)で あ り、夜 出かける時には 「香水店その もの」(7)を 思わせるほ ど

体 に香水 をふ んだんにふ りかける。Betsyと は対極 に位置す る、成熟 した都 会的な性 的魅

力の持 ち主 として描写 されているのであ る。

Betsyは 「優 しくて愛想が よい」("sweetandfriendly,"27)、 「無邪気」("innocent,"22)

という形容詞が用い られている人物であるが、Doreenは 世 間を斜 に眺め、言動 においても

奔放さを発揮す る。煙草 も酒 も男性の扱いに も手慣 れたDoreenに とっては、性的 な魅力 を

欠いた女性の上司の刻苦勉励 とい う生 き方 は軽蔑の対象で しかない。仕事に精を出すEsther

に対 して 「何 のため にそん なに必死 になるの よ1」(4)と 怒鳴 りつ ける時 のDoreenは 、

Estherの ベ ッ ドに横 たわ り、 ピーチ色の シルクのローブを羽織って長い爪 を磨いてい る。

そ してその夜、 出会ったDJのShepherdと のダンスの場面では、Doreenは 豊満 な胸 を露わ

にすることになる。

この ように、BetsyとDoreenは それぞれの個性 を異 なった方向 に開花 させ、それ には 自

信 も伴 っているのだが、Estherに は これ らが欠落 してい る。 このこ とは、 白い ドレスの

Doreenと 外 出す る際の彼女の服装 に明 らかである。「男の子の ように痩せ ていて、胸が揺

れるこ となどない」(7-8)彼 女 は、体 にピ ッタリ沿 った黒い シルクの ドレス を着 てはい

て も、官 能的な魅力 を発 しない。ボス トン界隈か ら一度 も出た ことのなか ったEstherは 、

勤勉 を良 しとし快楽 を罪悪視す るピュー リタン精神 を受け継いでいるのであ り、彼女の貧

弱 な体型 と身にまとう黒い服 は、彼女の押 し殺 されたセ クシュア リティを象徴 してい る。

自らの女性性がほ とん ど育 っていないことを感 じ取 ったEstherに は、他の女性の生 き方 を

取 り入 れてその空洞 を埋 めようとする作用 が働 き、身近 にいる強烈な二人の女性 に引 っ張

られることになって しまう。

このBetsyとDoreenは 頻繁 にEstherの そばに現れ、実 際に姿 を見せ ない場面 においても、

何 らかの形でその存在 をEstherに 意識 させ る。た とえば、昼食会でのEstherの 席 はBetsy

とDoreenの 間に設定 されていて、Doreenは 出席 しない ものの名札 とい う形で存在 し、そ
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の 辛辣 な コ メ ン トをEstherは 聞 きた くなる。 「私 とDoreenと は共 通 点 は無 い。 心 の奥 で は、

私 はBetsyや 彼 女 の無邪 気 な友 達 に忠 実 でい よ う。 心底 私が似 てい るの はBetsyな んだ か ら」

(22)と は思 っては みて も、EstherはDoreenを 意識 の外 に追 いや る こ とはで きないの であ る。

また、Lennyの アパ ー トで はDoreenとLennyの 愛 情 表現 が 短 時 間 にエ ス カ レー トして ゆ く

の だが 、 この時流 れ る歌 の 歌詞 には 、Betsyの 出身地 で あ る"Sun且owerState"(カ ンザ ス

州 の愛 称)と 、 彼 女 を髪 髭 と させ る"yaller-hairedgal"(15)の 純朴 さが 以下 の よ うに織

り込 まれ て い る。

IwasborninKansas,IwasbredinKansas,

AndwhenImarryI'llbewedinKansas...

...toatrue-bluegalwhopromisedshewouldwait‐

She'sthesunfloweroftheSunflowerState.(15)

この歌 も影響 して、Estherは 自分 の 居場所 につ い て迷 い を覚 え、 アパ ー トか らホ テルへ

と戻 る こ とに な る。 どの女性 も、BetsyとDoreenと い う両極 端 の女 性 の部 分 を内在 させ て

い て、 そ の時 々に応 じてそ れ ぞ れの 割 合 を意_;,p的、 あ るい は無 意 識 的 に増減 させ て生 活 し

て い るの だ ろ う。 しか し、Estherの 場 合 は 自分 の方 向性 が全 く定 ま ってい な いた め、 この

二面 性 の調 節 の度 合 が わか らず振 り回 されて しまい 、 田舎 と都 会 の どち らに住 む か とい う

選 択 の 際 と似 た こ とが起 きた と言 え よ う。

Estherは 、 そ れ まで の 自己 イ メー ジ とは全 く異 な る様 々な しが らみか ら解 放 され た女性

像 を作 り上 げ る。 そ して 、 その女 性 を演 じよ う と して見 知 らぬ 男性 達 に対 してElly且iggin

bottomと 名乗 る。CarolineKingBarnardが 指摘 す る よ うに、Ellyは"Esther'swishfulfill-

ment"(25)な の だが 、 しか しこれが 長続 きす る はず が な い。

また、混 乱 に陥 った 苦 しさを癒 そ う と して、Estherは 熱 い湯 に体 を浸 して もみ る。 「清 ら

か で 甘 い匂 い の す る生 まれ た て の赤 ん坊 の よ うな感 覚」(20)を 取 り戻 して安 ら ぎを得 よ

う と強 く求め るの だが 、 こ の浄化 も一 時 しの ぎに しか な らな い。 これ か らの進 路 が定 ま ら

ないEstherは 、 更 な る 自我 の分 裂 に歯 止 め をか け る こ とが で きな くな り、 「夫 と子 供 の い

る幸 せ な家庭 」、 「著 名 な詩 人」、 「優 秀 な教授 」、 「有 能 な編 集者」、 海外 生活 、多 くの恋愛 、

競 艇 選手 な どの生 き方 に同様 の力 で 引 き寄せ られ て しま う(77)。 彼 女 に とって 「永 遠 の安

定 」 は忌 むべ きもの であ り、 選択 肢 す べ て の持つ 「変化 と興奮 を求 め てあ らゆ る方 向 に飛

び立 ちた い」(83)と 望 む。 しか し、 そ れが 叶 え られな い現 実 に直 面 し、 い った ん は異 様 な

ほ ど高揚 した気 分 は今 度 は急 激 に下 降 す る。 そ の結 果 、 自らの生 気 の 無 さ を体 現 した よ う

な 「(死ん だ)魚 の よ うに ク ローゼ ッ トに垂 れ下 が った 自分 の服」(2)す べ て を、Esther

はニ ュ ー ヨー ク を発 つ 前夜 に一・枚 ず つ ホテ ルの屋 上 か ら捨 て る。 つ ま り、 自分 の 分 身 を落

下 させ る、 とい う一種 の投 身 自殺 を果 たす の で あ るが 、そ の ホ テル の名 前 が、頑 健 な女性

戦士 を意 味 す るギ リ シャ神 話 の"Amazon"で あ る こ とは、非 常 に皮 肉 な設 定 となって い る。
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皿 「母」 を呼ぶ声

苦 しさ に襲 われ た 時 に子 供 が救 い を求 め る対 象 は、 通常 母 親 で あ ろ う。 実 際 この作 品 に

は、 食 中毒 に苦 しむ若 い女 性 達 を見 た看 護 婦 が そ の 状 況 につ い て 「皆 、 「お母 さ ん1』 っ

て泣 い て 呼 ん でい た わ よ」(47)と 話 す 場 面 が 書 か れ て い る。 身体 が危 機 に さ らされ た 時

に こ うい う状態 に なる のだ か ら、 ま してや 、 自我 が 分裂 し、 収束 させ る焦 点 を見 出せ ない

苦悩 の 中 にあ る時 には、 傷 つ い た 自分 をそ の まま受 け とめて くれ る母 親 の愛 情 が切 望 され

る はず で あ る。

TheBellJarに はEstherが 「お 母 さん!」 と叫ぶ 場 面 が 一一ヶ所 あ る。 ニ ュ ー ヨー クか ら

戻 り実 家 で の母 親 との生 活 を しば ら く過 ご した後 、Estherは 大 量 の睡 眠薬 に よ り自殺 を図

るの だが 、 生死 の境 をさ迷 い なが ら混 濁 した意 識 の 中 で彼 女 は声 を発 す る。 闇 と静 寂 が続

き、風 、 光 、 そ して再 び闇 を感 じる。 そ して、 そ の後 に続 く状 況 を彼 女 は次 の様 に思 い 出

して い る。

Thenthechiselstruckagain,andthelightleaptintomyhead,andthroughthethick,

warm,furrydark,avoicecried,"Mother!"(171)

「厚 くて 暖 か くて ふ わふ わ した闇」 は もち ろ ん子宮 の イ メー ジで あ り、 そ こに光 が 差 して

頭 に衝 撃 が 走 るの は 誕 生 の 瞬 間 の描 写 と も とれ る。 しか し 「再 生 」 を果 た したEstherに

とっ て は、母 親 を含 め世界 のマ イナ ス イメ ー ジが払 拭 され て一 挙 に 明 るい生 へ 向か うこ と

に はな らない。 現 実 に存 在 す る母 親 に は、娘 を無 条件 に丸 ご と抱 きとめて安 ら ぎを与 え る

大 き さ と暖 か さが備 わ って い ない の で あ る。 取 る もの も取 りあ えず駆 けつ け て きた母 親 と

の対面 の 場 面 は以 下 の様 に表 現 され てい る。

Mymothercamesmilingroundthefootofthebed.Shewaswearingadresswith

purplecartwheelsonitandshelookedawful....

"Th
eysaidyouwantedtoseeme."

Mymotherperchedontheedgeofthebedandlaidahandonmyleg.Shelooked

lovingandreproachful,andIwantedhertogoaway.

"Idid
n'tthinkIsaidanything."

"Th
eysaidyoucalledforme."Sheseemedreadytocry.Herfacepuckeredup

andquiveredlikeapalejelly.(172)

意 識 を回復 して 問 もな いEstherゆ え、急 い で や って 来 た母 親 に感 謝 の気 持 ち を示 す余 裕

が ない の は納得 で きる と して も、 母 親 の笑 顔 を見 て喜 び も安堵 も覚 えず、 逆 に不 快 感 を催

す とい う とこ ろに根 深 い心 理 の ね じれ を感 じさせ られ る。 食 中毒 で 倒 れ た娘 達 が実 母 を希

求す る状 態 とは異 な って い る よ うで あ る。

母 親 の ドレス の車 輪 の模 様 は前 進 す る力 を想 起 させ る。 緊急 事 態 に 際 して 自 らを奮 い立
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たそ う とす る思 い と、娘 を励 ま して 早 く元気 を取 り戻 させ よ う とす る意気 込 み か ら、 母親

は半 ば無 意 識 的 にそ の ドレス を着用 した の だ ろ うが、 娘 の 目には"awful"(「 ひ どい;恐

ろ しい;見 苦 しい 」)と 映 り、母 親 が 耐 え られ な くな る。死 か ら引 き上 げ られ た ばか りの

彼 女 には、 母親 が全 身か ら発 す る無 言 の声 援 は時期 尚早 で あ り、新 た にの しか か る重圧 と

感 じられ た の で あろ う。 そ して、彼 女 は嫌悪 感 を露 わ に して、 母親 を呼 ん だ こ と を否定 す

る。 さ らに母 親 の蒼 白 な顔色 と心 配 そ うな表 情 につ いて も、 そ れ を血 の通 わ ない冷 た い食

べ 物 「青 白い ゼ リー」 に例 え る とい う、 非常 に距離 を置 い た冷淡 な反応 を見 せ る ので あ る。

Plathが 自殺 を遂 げ る4ヵ 月前 に書 い た詩 に"Medusa"が あ る。 絶 えず粘 性 のあ る触 手

を伸 ば して ま とわ りつ こう とす るMedusaは 、必 要 と しな いの に付 きま とう女 性 の イ メー ジ

で あ り、疎 ま しさばか りが増 幅す る 「私」 の心 情 は、"lnanycase ,youarealwaysthere,/

Tremulousbreathattheendofrnyline/ ...Touchingandsucking"や 、"Ididn'tcall

you/Ididn'tcallyouatall./Nevertheless,nevertheless/Yousteamedtomeoverthe

sea"、"Off,off,eelytentacle1"と い うフ レー ズ に現 れて い る。 そ して最 後 の"Thereis

nothingbetweenus"と い う一行 で、 「私 」 は彼 女 との 問 に何 の 感情 も存在 しな い こ と を

断 言す る。 こ のMedusaは 、 ま さにEstherに とって の母 親 の イメ ー ジだ と考 え られ る ので
3)

あ る 。

ま た 、 こ の 詩 と ほ ぼ 同 じ 時 期 にPlathが 母 親 に 書 き 送 っ た 手 紙 の 中 に は 、"itwouldbe

psychologicallytheworstthingtoseeyounow,ortogohome....Imustnotgobackto
の

thewomborretreat"と 書 かれている。母親 に対 して も優 等生 であ り続け ようとして、

虚構の幸せ を書 き綴 ろうとす る態度を全般的に貫いていたPlathで あったが、 ここでは母親

との再会、母親の子宮回帰へ の拒否 を明確 な文字 にしている。

実母だけでな く、恋人の母親 もEstherが 求めるような 「母親」ではない。社会の大多数

が高 く評価する生 き方か らそれない こと一 すなわち、結婚 まで は純潔を守 りなが ら、学業

と同時に実務能力 も身につけること一 を彼女達はEstherに 繰 り返 し求めるのである。母親

は、娘 を通 じて自分 の社会か らの承認願望 を成就 したい と躍起 にな り、娘の生 き方を束縛

し窒息 させ て しまうことに もな りかねないの に対 し、祖母は往 々にして孫娘 を無条件 に受

け入れる救 いとなる。 しか しなが ら、Estherの 祖母 は食費 を安 く上げることに汲々 として

いて、"Ihopeyouenjoythat,itcostforty-onecentsapound"(26)と い う言葉でEsther

の食欲 を減 じ、彼女 を精神的飢餓 に追いや るような存在で しか ない。

この他 にEstherの 周囲に登場す る女性達 も彼女に安 らぎを与 えは しないのだが、彼女達

に鳥の比喩が用いられているのは興味深い。近所に住むMrs.Conwayのfirstnameは"Dodo"

で、絶滅 した鳥の名前 となっている。カ トリックで7人 目の了供 を妊娠中の彼女は、ピュー

リタンの住民が多 い地域 では異色の存在である。子沢 山か ら連想 され る豊か な大 らか な母

鳥の雰 囲気 を醸 し出すので はなく、Conway家 の雑然 とした家の様子や、朝 か ら窓の外で
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Dodoが 立 て る乳 母 車 の き しむ音 にEstherは 「気 が狂 い そ うに」(118)な り、 そ の子 供 達

に は 「吐 き気 を催 す」(117)ほ どで あ る。 また、 海辺 で寂 蓼感 に さい な まれ て い るEsther

に 一人 の幼 い男 の子 が 親 しげ に話 しか けて くるの だが 、 彼 を甲高 い声 で呼 び寄せ る母親 は

「鳥 の よ うな冷 た い 目を した痩 せ た女 性」(151)と 形 容 され てい る。 こ の女性 も、 自分 の

子 供 へ の利 己的 な愛 情 はあ って も、 他 人 で あ るEstherに は慈 愛 を示 す よ うな余 裕 は な く、

Estherに は隔 た りを感 じさせ るだ け であ る。

それ な らば、母 親 全 般 に対 して これ ほ どの強 い 反発 を持 つEstherが 、 なぜ 極 限状 態 にお

い て 「お 母 さん1」 と叫 ん だ のか 、 とい う疑 問 が残 る。 お そ ら く彼 女 が呼 び求 め た の は 、

現 実 に存 在 す る母 親Mrs.Greenwoodで は な く、 「お母 さん」 とい う言 葉 に元 来含 まれ た 、

温 か く抱 き とめ る原 始 的 な母 親、 グ レイ ト ・マ ザ ー の イ メー ジだ っ たの だ ろ う。 こ れ を

AliceWalkerは 大 文 字 で始 まる"Grandmother"と 呼 び、 そ の存 在 が21世 紀 に なる とさ ら

に稀 少 で あ る こ とを次 の よ うに書 いて い る。

Whatismissingfromtheworldisthegrandmother..,Oh,thereareplentyof

grandmothers,littleg,butGrandmother,bigG,isimpassible...tofind.Thatisthe

absencethatmakesusafraid...(107)

皮 肉 な こ と に、Estherに 母 性 と幸 福 を感 じさせ た唯 一 の人 物 は、彼 女 が9歳 の時 に亡 く

な った父 親 で あ っ た。"IwasonlypurelyhapPyuntilIwasnineyearsold"(75)と 彼 女

は告 白 してお り、 白い砂 浜 を父親 と走 っ た こ とを思 い 出す 。 そ して水 死 に よ り彼 との 一体

化 を望 み、 海 の 中へ と足 を進 め るが 彼女 の体 が そ れ を拒 否 して しま う。恋 人 を も含 め 、現

実 世界 にお け る男 性 達 にはEstherが 切 望す る理解 力 や包 容 力 が 欠 けて い て、 い わ ゆ る母性

が 求 め られ る医者 で さ え電 気療 法 に失敗 し、彼 女 に苦痛 しか与 え ない 。

自殺 未遂 後 、精 神 病棟 へ 移 され たEstherは 、 よ うや く求 めて い た母 親像 を体現 した 女性

Dr.Nolanに 出会 う。 徐 々 に健康 を回復 させ るEstherが 熱 い ミル ク を飲 む様子 は"tastingit

[thehotmilk]1uxuriously,thewayababytastesitsmother"(200)と 表 現 され てい る。

しか し母 親 との心 の ず れ は続 き、Estherの 誕 生 日に毒 々 しい"blood-redbudsofadozen

long-stemmedroses"(201)を 持 って 来 て、 悲 しげ な顔 で 「私 が どん な悪 い こ と を した

の?」 と尋 ね た 母 親 につ い て、"Mymotherwastheworst"(202)とEstherは の ち にふ

り返 る こ とに な る。 ピュー リタ ン的 な価値 観 に全 くと らわ れ ていず 、 タバ コを吸 い、性 的

に も 自由 な考 え方 をす るDr.Nolanゆ え、Estherは"Ihateher"(203)と それ まで 内 に秘

め て い た母親 へ の憎 しみ を口 に出す こ とが で き るので あ る。 この こ とが彼 女 を生へ と向 か

わ せ る 大 きな契 機 とな っ た こ とは言 うま で もな いだ ろ う。 また 、 彼 女 を悩 ま し続 け て い

た セ ッ クスの 問題 か ら も、 この女 医 に紹 介 された 医者 か ら避 妊 具 を入 手 す るこ とに よ り解

放 され るの で あ る。 そ して、 長 く暗い トンネ ル を抜 け出 て現 実生 活 を営 む ため の心 の基 盤

を築 くこ とが で き る よう にな る。
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終わりに

小 説 の最 後 の、 医者 達 との面 談 に際 してEstherに 付 き添 うDr .Nolanは 、不 安 な要 素 を

大 い に残 しなが ら も社 会 人 と して の一 歩 を踏 み 出 す娘 を見 送 る母親 の姿 で あ る。 この場 面

に つ い て はLindaWagner-Martinが 指摘 して い る通 り、"Thenoveldoesnotshowany

positivemeansofEsther'slearningtosustainherownmental-andphysicalhealth.It,

rather,showsthereaderthatreturninghomeisdangerous ,thatcontinuingtobein

therapywillbenecessary"(46)と い う印象 を与 えが ち で あ る。確 か に、 この あ と母 親

との関係 が 改 善 され た の か、 夫 とな る男性 とは どの よ うに出会 い、彼 との 関係 が 現在 良 好

で あ るか どうか な どは全 く書 か れて い ず、 そ の部 分 は読 者 の想 像 にす べ て任 され て い る。

Estherの 女性 性 の獲 得 につ い て は疑 問 を残 した ま まの幕切 れ では あ る。 しか し、我 々が

目にす る現在 のEstherは 、 母親 として の安 定 感 は示 して い て、 混乱 してい た 頃 の残骸 を玩

具 と して 自分 の子 供 に与 え てい る。本 当の 意味 で の母 親 の役 割 を果 た したDr、Nolanに よる

心 の支 えが大 きな土台 とな り、Estherは 自 らの 中 に母 性 を育 む こ とが で きた ので あ り、 こ

の 点 をPlathは 強調 して お きた か っ た と言 え よ う。

注

1.SylviaPlath,TheBellJar(NewYork:HarperPerennial ,1996).1963年 に 英 国 で 発 表 さ れ た 時 に

はVictoriaLucasの 名 前 が 用 い ら れ 、 ア メ リ カ で は1971年 に 本 名 で 出 版 さ れ た 。

2.「 牛 飼 い 娘 ポ リ ア ン ナ 」 の 意 味 で 、1913年 に 出 版 さ れ たPollyannaと い う 小 説 の ヒ ロ イ ン の 名 前 。 ひ

た す ら 他 人 の 幸 せ を 願 う 善 良 な ポ リ ア ン ナ で あ る が 、 そ の 後 、 時 と し て 「愚 か な ほ ど 楽 天 的 な 女 性 」

の 意 味 で 用 い ら れ る 。 青 柳 祐 美 子 は 「田 舎 娘 ポ リ ア ン ナ 」 と 訳 し て い る 。

3.SylviaPlath,CollectedPoems(London:FaberandFaber,1981),224-226 .

4.SylviaPlath,LettersHome:Correspondence1950‐63(NewYork:Harper&Row ,1975},468.
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